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苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
旧
ア

ク
サ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
発
状
況
と
市

の
考
え
は
。

②
開
発
途
中
で
計
画
変
更
さ
れ
た

場
合
に
、
市
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
こ
の
ま
ま
開
発
が
進
め
ば
住
宅

の
過
剰
供
給
が
予
測
さ
れ
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

市
長

①
敷
地
を
分
割
し
て
都
の
開

発
審
査
基
準
に
適
合
さ
せ
た
残
念
な

開
発
行
為
と
受
け
と
め
て
い
る
。
地

元
の
要
望
で
あ
る
幅
員
5

の
生
活

道
路
は
確
保
し
た
。
そ
の
後
事
業
主

体
が
か
わ
り
、
引
き
継
い
だ
事
業
者

が
現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
。

②
開
発
完
了
後
に
区
画
割
り
の
変

更
が
行
わ
れ
て
も
現
行
法
令
で
は
指

導
が
で
き
な
い
の
で
、
住
環
境
の
保

全
の
た
め
に
地
区
計
画
等
の
働
き
か

け
を
進
め
る
。

メ
ー
ト
ル

調
査
中
と
聞
い
て
い
る
。

②
地
域
の
意
向
に
沿
っ
た
開
発
に

す
る
こ
と
と
考
え
る
。

③
土
地
利
用
が
未
定
の
現
段
階
か

ら
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
近
隣
住
民
の
意
見
・

要
望
を
聞
き
、
N
T
T
や
開
発
事
業

者
に
要
望
し
て
い
く
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
総
合

的
な
交
通
体
系
の
あ
り
方
懇
談
会
の

報
告
書
を
受
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
計
画
策
定
を
進
め
る
の
か
。

②
地
域
住
民
の
活
動
を
ど
の
よ
う

に
支
援
す
る
の
か
。

③
大
沼
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運
行
に
対
す
る

市
の
役
割
は
。

市
長

①
基
本
的
な
方
針
等
の
検
討

を
進
め
て
お
り
、
秋
に
は
決
定
し
た

い
。
今
後
市
民
か
ら
さ
ら
に
意
見
を

も
ら
い
、
成
案
に
す
る
段
取
り
で
進

め
て
い
く
。

②
地
域
の
交
通
を
確
保
し
て
い
く

に
は
地
域
が
支
え
る
と
い
う
形
が
大

切
な
の
で
、
で
き
る
範
囲
で
支
援
し

て
い
き
た
い
。

③
現
在
基
本
的
な
方
針
を
検
討
し

て
い
る
段
階
だ
が
、
課
題
と
な
る
点

に
つ
い
て
は
住
民
及
び
タ
ク
シ
ー
事

業
者
と
と
も
に
検
討
し
、
調
整
し
て

い
き
た
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
西

武
鉄
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
計
画
に

鷹
の
台
駅
は
入
っ
て
い
る
か
。
ま
た

今
後
の
予
定
は
。

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
、
市

の
財
政
計
画
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

③
鷹
の
台
、
一
橋
学
園
、
青
梅
街

植
え
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

②
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
緑

化
を
四
季
折
々
に
変
更
で
き
な
い
か
。

市
長

①
歴
史
を
標
榜
す
る
山
桜
を

植
栽
し
、
桜
に
よ
る
町
の
成
り
立
ち

や
、
花
見
の
に
ぎ
わ
い
の
歴
史
を
記

憶
と
し
て
風
景
に
刻
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
、
山
桜
を
守
り
育

て
て
い
き
た
い
。

教
育
長

②
植
栽
し
て
間
も
な
い
の

で
、
し
ば
ら
く
は
生
育
を
見
守
り
つ

つ
、
緑
豊
か
な
屋
上
緑
化
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
議
会
だ
よ
り
は
、
新
聞
折
り

込
み
と
市
の
施
設
、
市
内
の
各

駅
・
郵
便
局
・
J
A
な
ど
で
配
布

す
る
ほ
か
、
新
聞
未
購
読
者
に
は

個
別
に
郵
送
も
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
に
は

「
カ
セ
ッ
ト
市
議
会
だ
よ
り
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
議
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

都

市

整

備

再
び
、
市
長
の
考
え
る
具
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は

人
口
減
少
時
代
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
へ

府
中
街
道
と
西
武
拝
島
線
の

立
体
交
差
と
環
境
に
つ
い
て

新
小
金
井
街
道
開
通
に
伴
う

課

題

に

つ

い

て

公
共
交
通
網
づ
く
り
を
進
め
る

市
民
活
動
に
積
極
的
な
支
援
を

小

平

都

市

計

画

道

路

3
・
4
・
19
号
線
の
計
画
に
つ
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
花
小
金
井
東
社
宅
の
跡
地
に

対
す
る
市
の
か
か
わ
り
を
問
う

島
村
速
雄
議
員
（
政
和
）

①
N
T

T
花
小
金
井
東
社
宅
跡
地
の
面
積
と

時
価
は
。
ま
た
事
業
者
の
誘
致
を
含

め
、
取
得
す
る
意
向
は
あ
る
か
。

②
市
民
参
加
の
観
点
か
ら
、
跡
地

利
用
に
対
す
る
市
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
調
整
の
と
り
方
は
。

③
財
団
法
人
民
間
都
市
開
発
推
進

機
構
の
所
有
地
や
丸
井
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
の
そ
の
後
の
変
化
と
対
応
は
。

市
長

①
面
積
は
約
6
万
2
千
5
百

平
方

で
、
時
価
は
把
握
で
き
な
い

が
、
平
成
17
年
相
続
税
路
線
価
で
計

算
す
る
と
約
百
22
億
円
と
な
る
。
全

面
的
な
取
得
や
事
業
者
の
誘
致
は
困

難
と
考
え
る
。

②
近
隣
住
民
へ
情
報
を
提
供
し
、

提
案
等
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

③
具
体
的
な
計
画
は
掌
握
し
て
い

な
い
。
大
規
模
な
土
地
利
用
の
転
換

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
周
辺
住
民
の

意
見
を
聞
き
、
市
の
考
え
方
を
持
っ

て
地
権
者
や
開
発
事
業
者
と
協
議
を

し
、
開
発
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う

対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

メ
ー
ト
ル

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
売
却

及
び
跡
地
利
用
に
関
す
る
現
状
は
。

②
跡
地
利
用
に
関
し
て
、
小
平
市

開
発
事
業
に
お
け
る
手
続
及
び
基
準

等
に
関
す
る
条
例
が
果
た
す
役
割
は
。

③
緑
の
保
全
や
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
近
隣
住
民
の
要
望
を
生
か

す
た
め
に
は
市
の
か
か
わ
り
が
重
要

と
考
え
る
が
認
識
は
。

市
長

①
平
成
18
年
中
に
跡
地
の
利

用
・
活
用
方
針
を
決
定
す
る
た
め
、

現
在
、
財
産
評
価
、
開
発
条
件
等
を

③
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

旧アクサグラウンドの宅地開発（花小金井五丁目）

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
今
後

の
整
備
方
針
は
。

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
と
と
も

に
、
小
平
駅
北
口
の
再
開
発
も
発
生

し
て
く
る
と
思
う
が
、
現
時
点
で
考

え
る
手
法
は
。

③
地
権
者
へ
の
説
明
も
含
め
た
地

域
説
明
会
の
予
定
は
。

市
長

①
東
久
留
米
市
の
都
市
計
画

道
路
と
連
携
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、

小
平
駅
と
い
う
交
通
結
節
点
を
含
め

た
街
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
こ
と
や
、
駅
前
広
場
を
中
心
と
し

た
周
囲
の
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
こ
と

が
基
本
的
な
整
備
方
針
で
あ
る
。

②
当
地
区
の
整
備
手
法
に
は
市
街

地
再
開
発
事
業
と
街
路
事
業
が
考
え

ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
手
法
も
一
長

一
短
が
あ
る
た
め
周
囲
の
動
向
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

③
ま
だ
説
明
会
を
行
う
時
期
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
地
権
者
の

意
向
を
聞
く
場
を
設
け
た
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
工

事
日
程
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
環
境
影
響
評
価
条
例
に
準
じ
た

調
査
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
実
施
計
画
は
示
さ
れ
る
の
か
。

④
騒
音
、
振
動
、
景
観
、
環
境
に

配
慮
し
た
設
計
を
す
る
考
え
は
。

市
長

①
事
業
認
可
日
は
平
成
17
年

3
月
29
日
で
、
事
業
年
度
は
平
成
16

年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
で
あ
る
が
、

日
程
は
未
定
で
あ
る
と
都
か
ら
聞
い

て
い
る
。

②
条
例
の
対
象
外
で
あ
る
が
自
主

的
に
騒
音
・
振
動
等
の
調
査
と
評
価

を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

宮
Q
照
夫
議
員
（
政
和
）

①
国
分

寺
駅
か
ら
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
の

検
討
状
況
は
。

②
新
小
金
井
街
道
は
、
東
西
主
要

道
路
と
の
交
差
点
の
信
号
表
示
時
間

が
短
く
渋
滞
を
来
し
て
い
る
が
、
都

に
改
善
を
要
請
し
て
い
る
か
。

③
新
小
金
井
街
道
と
交
差
す
る
青

梅
街
道
や
東
京
街
道
の
右
折
レ
ー
ン

に
は
矢
印
信
号
が
な
い
た
め
、
右
折

車
が
渋
滞
し
て
い
る
。
改
善
策
は
。

市
長

①
国
分
寺
駅
か
ら
昭
和
病
院

を
経
由
し
て
、
都
営
大
沼
町
一
丁
目

ア
パ
ー
ト
に
向
か
う
ル
ー
ト
を
立
川

バ
ス
が
検
討
し
て
お
り
、
都
営
住
宅

内
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
了
承

が
得
ら
れ
た
。

②
交
通
の
円
滑
化
を
要
望
し
て
お

り
、
交
通
管
理
者
は
都
の
交
通
量
調

査
等
を
も
と
に
信
号
の
表
示
時
間
を

長
く
す
る
措
置
を
講
じ
た
が
、
現
在

も
信
号
表
示
時
間
等
を
調
整
中
と
聞

い
て
い
る
。

③
既
に
警
視
庁
に
矢
印
信
号
の
設

置
を
要
請
し
た
と
、
小
平
警
察
署
か

ら
聞
い
て
い
る
。

花
小
金
井
駅
北
口
の

緑

化

に

つ

い

て

鷹
の
台
駅
の
地
下
改
札
方
式
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

東
京
都
薬
用
植
物
園
は
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
活
用
・
存
続
を

住
宅
地
に
お
け
る
墓
地
造
営

に
つ
い
て
の
考
え
方
は

鷹
の
台
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

地
下
方
式
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て

小
平
霊
園
の
合
葬
式
墓
地
の
拡
充
を

東
京
都
に
具
申
で
き
な
い
か

小
林
秀
雄
議
員
（
フ
ォ
）

①
電
線

の
地
中
化
に
伴
い
、
大
き
い
街
路
樹

は
植
え
ら
れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
、
正
面
北
口
に
山
桜
が
植
え
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
し
だ
れ
桜
に

桜
田
　
誠
議
員
（
公
明
）

①
鷹
の

台
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
請
願
が

2
年
前
に
採
択
さ
れ
た
が
、
西
武
鉄

道
と
の
交
渉
経
過
は
。

②
中
央
公
園
と
改
札
を
結
ぶ
地
下

通
路
に
改
札
を
設
置
す
る
方
式
は
、

駅
の
橋
上
化
と
比
べ
て
経
費
も
少
な

い
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

市
長

①
橋
上
駅
化
と
セ
ッ
ト
で
考

え
る
西
武
鉄
道
と
、
当
面
駅
構
内
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
望
む
市
と
で
は

意
見
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
た
が
、

平
成
17
年
12
月
に
西
武
鉄
道
側
か
ら

橋
上
駅
化
と
の
同
時
施
工
に
こ
だ
わ

ら
な
い
考
え
方
が
提
案
さ
れ
た
。
現

在
は
、
改
修
費
用
を
抑
え
早
期
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
改
修
案
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

②
通
路
の
壁
を
撤
去
す
る
こ
と
な

ど
に
課
題
が
あ
る
が
、
提
案
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
新

た
に
合
葬
式
墓
地
を
つ
く
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

②
墓
地
を
二
、
三
階
建
て
に
す
る

な
ど
し
、
埋
葬
す
る
遺
骨
を
倍
増
で

き
な
い
か
。

③
土
に
返
す
サ
イ
ク
ル
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
工
夫
は
で

き
な
い
か
。

市
長

①
都
か
ら
平
成
20
年
に
霊
園

敷
地
に
余
裕
の
あ
る
小
平
霊
園
も
候

補
地
に
入
れ
て
、
新
し
い
合
葬
式
墓

地
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

②
都
は
新
た
に
合
葬
式
墓
地
を
設

置
す
る
こ
と
か
ら
、
建
て
増
し
等
は

検
討
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

③
小
平
霊
園
で
は
検
討
は
し
て
な

い
が
、
新
し
い
墓
地
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
が

策
定
し
た
墓
地
造
営
に
関
す
る
指
針

を
無
視
し
て
墓
地
建
設
計
画
を
続
行

し
て
い
る
宗
教
法
人
が
あ
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

②
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
に

管
理
事
務
所
の
建
設
は
認
め
ら
れ
る

の
か
。
市
の
見
解
は
。

市
長

①
都
に
対
し
、
市
や
周
辺
住

民
の
意
向
を
反
映
し
て
指
導
を
行
う

よ
う
要
請
し
て
い
く
。

②
事
務
所
は
低
層
住
宅
の
良
好
な

住
居
環
境
を
保
護
す
る
た
め
に
建
築

で
き
な
い
規
制
が
あ
る
が
、
都
の
多

摩
建
築
指
導
事
務
所
が
許
可
し
た
場

合
は
可
能
と
な
る
。
建
築
許
可
に
当

た
り
市
の
意
向
を
照
会
さ
れ
た
場
合

は
、
指
針
に
基
づ
き
回
答
し
て
い
く
。

③
必
要
に
応
じ
て
工
事
着
工
前
に

説
明
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
示
す

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

④
都
は
、
高
架
化
に
よ
り
騒
音
や

振
動
は
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

景
観
や
環
境
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ

け
配
慮
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

府
中
街
道
と
西
武
拝
島
線
の
踏
切

▲

東
京
都
薬
用
植
物
園（
中
島
町
）

▲

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
緑
化

▲

道
各
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対
す

る
考
え
は
。

市
長

①
西
武
鉄
道
は
鷹
の
台
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
計
画
を
策
定
し
検

討
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
駅
構
内

の
改
修
案
を
市
と
西
武
鉄
道
で
検
討

し
て
い
く
。

②
整
備
方
針
を
決
定
し
て
い
く
中

で
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

③
鷹
の
台
駅
に
つ
い
て
は
ま
ず
駅

構
内
の
改
修
案
の
検
討
を
進
め
て
い

く
。
一
橋
学
園
駅
と
青
梅
街
道
駅
の

段
差
は
ス
ロ
ー
プ
化
に
よ
り
解
消
し

て
い
る
が
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
基

準
に
達
し
て
い
な
い
の
で
協
議
を
し

て
い
く
。

③
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合

か
ら
出
る
余
熱
を
利
用
し
た
健
康
増

進
施
設
を
つ
く
る
よ
う
に
提
案
で
き

な
い
か
。

市
長

①
都
の
動
向
に
よ
っ
て
は
立

川
市
、
東
大
和
市
及
び
周
辺
住
民
と

協
議
す
る
等
連
携
を
考
え
て
い
く
。

②
現
状
の
緑
を
保
全
し
て
ほ
し
い
、

市
報
等
で
情
報
提
供
し
て
ほ
し
い
等

の
声
が
あ
る
。
今
後
も
こ
ま
ち
懇
談

会
で
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

③
こ
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
貴
重
な
も
の
と
受

け
と
め
た
い
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
周
辺

自
治
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
、
協
議
会
設
立
に
向
け
た
動
き
は
。

②
住
民
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る

意
見
と
、
そ
の
吸
い
上
げ
方
は
。

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

お
知
ら
せ

本会議と委員会はだれでも傍聴することができ
ます。議場の傍聴席は60席で、会議当日の午前8時
30分から市役所7階の議会事務局で傍聴の受け付け
をしています。

定例会は、3月、6月、9月、12月の年4回開催し
ており、開会時刻は通常午前9時です。
委員会の傍聴席は30席で、傍聴手続は本会議の

場合と同じです。
会議の日程等詳しいことは議会事務局までお問

い合わせください。（1 042－346－9566）

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

一般質問


